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ピーターフランクルさんに学ぼう!!
　数学者であり、大道芸人でもあるピーターフランクルさんは、なんと11カ国語（ハンガリー語(母国語)、ドイツ語、ロシア語、スウェーデン語、フランス語、スペイン語、ポーランド語、英語、日本語、中国語）を話すことができるそうです。一体何リンガル(こんな言い方はしない！)なのか想像がつきませんが・・・、問題はそれだけの言葉をどうやって覚えたのかと言うことです。
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　なんとピーターさんは、それらの言葉の学習用の教科書を読みながら、ノートに書いて覚えていったというのです!!。その国に行って勉強した言葉というのは一つもなく、すべて自国にいる間にそうやって学習し、覚えたのだそうです。言葉を学ぶ上で重要な発音はどうしたかというと、後からテレビ（外国語講座）などを見て復習したそうです。つまり学習の基本は「読み・書き」ということなのです。読んで書くことを日頃からしっかりできていれば、どんな教科の内容でも身に付けられるのだとピーターさんは教えてくれているのです。
　数学者のピーターさんが言っているのですから、それはそのまま数学にもあてはまります。数学も、頭の中だけで考えるのではなく、図や計算をノートに書きながら学習することによって力がついていくのです。[image: image1.emf] 


